
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和区では、第２次地域福祉活動計画が計画倒れにならないように、平成 21 年度も６つのプロ

ジェクトチームとその代表者会を組織して、計画項目の推進・進行管理・客観的評価を行ってきま

した。 
その６つのプロジェクトチームの一つに「事務局プロジェクトチーム」があります。 

この号外においては、その事務局プロジェクトチームの特色と 1 年間の取り組みを報告します。 

 

 
 
１ 広範な課題に自由に取り組む 

① 本来活動としての活動計画項目の推進（他のチームに属さない事項） 

② 他の５つのプロジェクトチームの進捗状況の月次確認 

③ 職場内（事務局内）各セクションの連携促進と業務改善 

 
２ ５つの班を設置し、原則全職種全職員が参画する 
  推進体制の特徴として、全職種の 

職員の意見が反映されるように配慮 

されています。 

プロジェクトのもとに５つの班を 

設置したのですが、その班の構成 

員として、それぞれ、訪問介護 

（ヘルパー業務）、居宅介護支援 

（ケアマネ業務）、通所介護（デイ 

サービス業務）、包括支援（介護予 

防等業務）、事務・はつらつ長寿 

（地域福祉推進）の各職種職員が 

分散配置されています。 

 
 

 
  この広範な対象領域に立ち向かった多種多様な職員たちが、計画推進初年度に何を生み出して

きたのか、次頁からはその一端を報告いたします。 
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〔谷口、野川、佐藤(光)、吉岡、植田、山口、荒井〕 

 
★★★こんな・こんなカードの創設・活用 

「誰もが誰かの力になれる」を具現化するためのツールを考案し、活用した。 
・カードには、「出来ること」「して欲しいこと」を記載し、緊急ニーズではない、生きがいづく

りのための受給調整を図ることを目指した。 
・セクションを超えての横断的な活用を目指している。 
・情報更新デイ（給料日）を設けたり、スタンプカード 
をつくる工夫をした。 
・グループワークの自己紹介にも活用できることを確認 
した。 

 
★ボランティア調整の基本的な考え方の提示 
ボランティア調整のもつ意味を再確認したうえで、その活用促進を図る。 

 
 
 
 
 
 

〔佐藤(義)、岩屋、尾藤、磯村、長縄、若尾、長岡〕 

 
★★電話対応改善提案 

「職員アンケート結果」と「電話対応１週間実態記録」とをもとに、３つの改善ポイントをと

りまとめた。 
① 他の職員が電話中はお静かに！ 

気づいた職員がみんなに注意を促そう。 
② 電話連絡は要点をまとめて手短に！ 

    業務時間の有効活用と、電話回線独占状態の是正。 
③ 担当部署に早く回そう、早く出よう！ 

担当職員不在でも、同職種職員が代ってすぐに出よ 
う。 

★★窓口対応マニュアルの作成 
土日の電話対応で困らないように、貸し部屋対応やコピー使用料などを解説。 

 



 
 
 
 

〔加藤、中野、奥井、石田、遠藤、賀内、西澤、津金〕 

 
★★お互いの仕事を知ろう！ 

各職種の主任等を講師として、職種毎の仕事の説明会を実施した。 
・ひと講座３０分で、参加講座を任意にピックアップできるよう工夫した。 
 ・日時を変えて２クール開催し、職員の都合に合せて参加できるようにした。 
 
★全体研修と他班の企画した研修への協力 

こんな・こんなカード研修などを実施した 
 
★ノウハウの蓄積 

研修の企画・開催に役立つ情報の集積と整理をして 
きた。 

 
 
 
 
 

〔石原、高濱、依田、熊谷、冨田、中浦、上田、三浦〕 

 

★★こころんグッズの開発・普及 

 社協＋活動計画への親近感を与えるようシンボルキャラクター「こころん」の普及を図る。 
 ・デイサービスお客様の手作りマスコット人形の活用を図った。 
・アクリルたわしをつくり、地域の人（コミセン）への配布を行う。 
  （職員、デイサービスお客様、はつらつ長寿参加者の協力を得て作成）  
・車輌用マグネットシートを作成し「走るこころん看板」を実現させる。 
・こころんパンの試作品も出来た。（班外職員） 
★社協建物への看板設置 

 来館者に「社協」「介護事業所」「包括センター」がわか 
るように看板設置。 
★ゴミ対策 

 夏場の生ゴミ対策としての回収回数増や、ゴミ当番カード 
を作成した。 
★こころん夢花壇 

 来館者と近隣住民への建物のイメージアップ作戦。 
（付属「園芸班」に依託） 



 
 
 
 
 
 

〔津貫、柏、山下、久野、山田、熊澤、浅井、生田〕 

 
★★緊急対応名簿の一元管理 

どの職種職員でも土日や緊急時の顧客対応が円滑に行えるようにした。 
★★昭和区掌握ボードの作成・管理 

顧客に伝えたい情報を、学区単位に整理して掲示するようにした。 
★こころん推進 NEWS の掲示 

各プロジェクトの動きを伝える推進 NEWSを、２階ロビーに掲示した。 
★１階ロビー掲示板の有効活用 

社協専用の掲示板にし、外部チラシ等は風除室に掲示板 
を新設した。 

★事務局プロジェクト掲示板作成 

５つの班の動きが職員みんなにみえるように工夫した。 
★親睦会規約の全面改訂 

入会促進を主目的にして、入会金の廃止、月会費の明示 
などを行った。 

 
 
最後に・・・ 

 

 

 

 

○柏 

 
＊この報告書は、計画推進担当者（野川主事）の協力を得て、情報共有・コミュニケーション班活動の一環
として作成しました。 

・作成目的は、１年の成果の確認と、翌年度への意欲喚起で
す！ 
・とりまとめてみると、大変有意義な成果が多く残せている
ことが確認できました。ただし、２１年度は「業務改善」
が主流であり、２２年度以降、地域福祉関連項目への取り
組みも望まれます。 
・☆の数は、事務局長が項目別に「発想・手間・効果」など
を総合的に考えて、勝手に判断しました。（「意義」は全項目、
素晴らしいと思いました。） 


